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内容：

生体材料や電子材料として使われる、機能性セラミックスを、

・ 所望の形に
・ 所望の性能で
・ できるだけ効率的に

作製する技術の開発を行っています。

特に、水溶液から直接セラミックスを作る技術の確立を目指して
おり、このような技術の確立は、理想的なナノ構造をもつセラミック
スを省エネルギー的に作ることを可能にします。

現在は、骨誘導再生(Guided Bone Regeneration, GBR)用の、
PET／ゼラチン／HAメンブレンをはじめとした生体材料、複雑形状
基板へのセラミックコーティング、高効率熱電変換材料、ドラッグデ
リバリー用セラミック中空粒子の合成を研究しています。この他に
も、広く新しいセラミックスを作る技術の開発を目指しています。

写真の貼り付
け願います

← 生体内で新生骨の形成を促す
PET／ゼラチン／HAシート

↓ラット体内の新生骨形成の
マイクロCTと組織写真

←水溶液から直接析出させた
セラミック薄膜

↓ チタン酸バリウム粒子への
ドーパント被覆
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